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もに新しい商業活動も活発に展開され、東播磨地域の中核都市として発展しています。 

現在、「加古川市基本構想」に掲げる将来の都市像「いつまでも住み続けたい ウェルネ

ス都市 加古川」の実現に向けたまちづくりを進めているところです。 
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２．水道事業の沿革 

加古川市水道事業は、昭和 26 年 2 月 7日に創設認可（計画給水人口：30,000 人、計画一

日最大給水量：5,400ｍ3/日）をうけて、昭和 28 年に給水開始となりました。 

また、平成 27 年度には、水道局と下水道部が組織を統合し、4 月 1 日より上下水道局と

なりました。 

 

表 ２.１ 加古川市水道事業の経緯 

 

  

事業名 認可年月日
計画給水
人口

事業費 概要

[施工期間] （人） （㎥/日） （ℓ/人/日） （千円）
昭和26年2月7日
[昭和26年～昭和28年度]
昭和26年11月28日

昭和31年7月5日
[昭和26年～昭和33年度]
昭和36年12月28日
[昭和37年～昭和40年度]
昭和38年11月26日
[昭和39年～昭和43年度]
昭和40年2月22日
[昭和39年度]
昭和44年2月13日
[昭和44年～昭和47年度]
昭和46年3月31日
[昭和46年～昭和47年度]
昭和47年1月12日

昭和48年3月31日
[昭和48年～昭和52年度]
昭和49年8月17日

昭和50年3月24日

昭和56年1月6日

昭和57年3月31日
[昭和44年～昭和47年度]
平成2年12月25日
[昭和56年～平成12年度]

計画一日
最大級水量

創設事業
変更

創設事業 30,000 5,400 180 123,600
神野町

下ノ瀬水源地

- - - -
水源地の変更
中津水源地新設

創設事業
変更

43,500 8,700 200 258,250

第1次拡張
事業

55,000 16,500 300 199,878

県営高畑団地水源地新
設

第1次拡張
事業変更

102,000 30,600 300 336,000 神野水源地新設

第1次拡張
事業変更

- - - 3,644

新神野水源地新設
神野浄水場新設

第2次拡張
事業

95,600 45,600 400 694,746 大野水源地新設

第2次拡張
事業変更

95,600 45,600 400 1,066,851

中西条水源地新設
東神吉水源地新設

第2次拡張
事業変更

- - - 10,684 東加古川水源地新設

第3次拡張
事業

205,000 110,000 540 6,456,110

鳩里水源地新設

第3次拡張
事業変更

- - - -
東神吉水源地
取水点変更

第3次拡張
事業変更

- - - -

志方町（合併
による廃止）

- - - - S.54.2.1合併

第4次拡張
事業

273,000 138,000 505 11,451,924

取水方法の変更及び、浄
水方法の変更

※軽微な変更による届出
・計画給水人口を265,000
人に変更（H.23.3.25)

平成20年3月31日
[平成18年～平成28年度]

第4次拡張
事業変更

- - - 17,609,544 浄水方法の変更

第4次拡張
事業

（第2期変更）
260,000 111,500 429 15,535,174
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図 ２.２ 加古川市給水区域範囲 

 

表 ２.３ 加古川市配水系統 

 

     高高高高高区区区区区配配配配配水水水水水区区区区区     

     細細細細細工工工工工所所所所所配配配配配水水水水水区区区区区     

     行行行行行常常常常常配配配配配水水水水水区区区区区     

     上上上上上原原原原原配配配配配水水水水水区区区区区     

     都都都都都台台台台台配配配配配水水水水水区区区区区     

     志志志志志方方方方方配配配配配水水水水水区区区区区     

     低低低低低区区区区区（（（（（加加加加加圧圧圧圧圧）））））配配配配配水水水水水区区区区区
（（（（（新新新新新在在在在在家家家家家地地地地地区区区区区）））））     

     低低低低低区区区区区（（（（（加加加加加圧圧圧圧圧）））））配配配配配水水水水水区区区区区
（（（（（土土土土土山山山山山地地地地地区区区区区）））））     

     低低低低低区区区区区配配配配配水水水水水区区区区区     
     平平平平平岡岡岡岡岡（（（（（加加加加加圧圧圧圧圧）））））配配配配配水水水水水区区区区区     

大大大大大野野野野野水水水水水源源源源源地地地地地

上上上上上原原原原原ポポポポポンンンンンプププププ場場場場場

投投投投投松松松松松ポポポポポンンンンンプププププ場場場場場

神神神神神野野野野野水水水水水源源源源源地地地地地 中中中中中西西西西西条条条条条浄浄浄浄浄水水水水水場場場場場

東東東東東神神神神神吉吉吉吉吉水水水水水源源源源源地地地地地

西西西西西部部部部部水水水水水源源源源源地地地地地

城城城城城山山山山山配配配配配水水水水水池池池池池

福福福福福留留留留留配配配配配水水水水水池池池池池

都都都都都台台台台台ポポポポポンンンンンプププププ場場場場場

細細細細細工工工工工所所所所所ポポポポポンンンンンプププププ場場場場場

中中中中中津津津津津水水水水水源源源源源地地地地地

施設名 所在地 浄水処理方式 配水施設 主な給水地域

中西条浄水場 八幡町中西条
急速ろ過
塩素消毒

城山、福留、
投松

市内ほぼ全域

大野水源地 加古川町大野
除マンガン
塩素消毒

-
加古川町
野口町

東神吉水源地 東神吉町升田
除鉄・除マンガン

紫外線照射
塩素消毒

-
東神吉町
西神吉町

中津水源地 加古川町中津 塩素消毒 - 加古川町

西部水源地 東神吉町砂部
紫外線照射
塩素消毒

- 東神吉町
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① 浄水場 

加古川市内には、浄水場としては中西条浄水場があり、加古川大堰から加古川の表流

水を取水し、急速ろ過方式により浄水処理を行っています。 

なお、県営水道の水道水についても、兵庫県企業庁より浄水処理の委託を受けて、水

道局が急速ろ過方式により浄水処理を行っています。 

また、中西条浄水場の敷地内で地下水も取水し、浄水処理を行っています。 

 

 

② 水源地  

市内には次の５か所の水源地があり、地下水を取水した上で、神野水源地を除く水源

地では、水源地内で浄水処理を行い水道水を送水しています。 

神野水源地では、地下水を取水した上で、導水管により中西条浄水場に送水し、中西

条浄水場で浄水処理を行っています。 

  

施設名 １日最大給水量 水 源 供用開始 所在地 

中西条浄水場 

38,100 m3／日 表流水 

昭和 49 年 八幡町中西条 7,200 m3／日 地下水 

43,600 m3／日 県営水道 

施設名 １日最大給水量 水 源 供用開始 所在地 

中津水源地 4,300 m3 地下水 昭和 28 年 加古川町中津 

神野水源地 4,800 m3 地下水 昭和 42 年 新神野１丁目 

大野水源地 5,300 m3 地下水 昭和 46 年 加古川町大野 

東神吉水源地 5,700 m3 地下水 昭和 63 年 東神吉町升田 

西部水源地 2,500 m3 地下水 平成９年 東神吉町砂部外 
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表 ２.４ 加古川市配水管延長（平成 29 年 3 月 31 日現在） 

 

（単位：ｍ）
ダクタイル
鋳鉄管

鋼管 石綿管 ビニール管
ポリ

エチレン管
合計

導水管 1,667.8 20.5 1,688.3
送水管 6,117.8 179.3 9.9 6,307.0
配水管 907,309.0 9,013.0 1,353.0 177,542.0 21.0 1,095,238.0
合計 915,094.6 9,212.8 1,353.0 177,551.9 21.0 1,103,233.3

管種
種別


